
【京都大学大学院人間・環境学研究科共生文明学専攻比較文明論講座 文明交流論分野（教授または准教授）公募】 

２０１９年３月２０日  

職種 教授または准教授 

募集人員 １名 

所属および勤務場所 

教員組織：京都大学人間・環境学系 

教育研究組織：京都大学 大学院人間・環境学研究科 

共生文明学専攻比較文明論講座 文明交流論分野 

所在地：京都市左京区吉田二本松町 

専門分野 

欧米と非欧米世界の文明交流や民族交流のダイナミズムを踏まえた、英語圏の文学・思想、 

文化・社会、歴史など。 

担当授業科目など 

人間・環境学研究科、総合人間学部における論文指導および下記授業科目の担当。 

 

（人間・環境学研究科科目）文明交流論関係の講義科目、演習、特別演習など 

（総合人間学部科目）文化環境学系比較文明論関係の専門科目（講義、演習）など 

（全学共通科目）英語関連科目の担当（週４コマ） 

英語教育にかかわるカリキュラムの企画・運営、入学試験にかかわる業務 

着任時期 ２０２０年４月１日 

応募資格 

次の条件のすべてを満たしていること。 

(1) 当該専門分野における博士の学位を有するか、もしくはそれと同等の研究業績のあること。 

(2) 当該専門分野において十分な研究遂行能力があり、大学院・学部での教育・指導を行う能力

があること。 

(3) 全学共通科目の英語の担当を、意欲と責任感をもって行う能力があること。大学などの高等

教育機関における英語教育歴があることが望ましい。 

(4) 日本語母語話者でない場合は、教育や学内業務を担うに十二分な日本語運用能力を有するこ 

と。 

勤務形態 
常勤（任期なし）、専門業務型裁量労働制（週 38 時間 45 分相当、1 日 7 時間 45 分相当） 

休日：土・日曜日、祝日、年末年始、創立記念日、夏季一斉休業日 

給与・手当等 本学支給基準に基づき支給 

試用期間 あり（６ヶ月） 

社会保険等 文部科学省共済組合、厚生年金、雇用保険及び労災保険に加入 

提出書類 

以下の書類を各５部提出すること（内４部はコピー可）。 

(1) 履歴書（様式自由。高等学校卒業以降の学歴と職歴が分かるもの。現住所、個人用の電話 

番号、電子メールアドレス、所属学会なども記載）。 

(2) 研究業績一覧。著書（単著）、著書（共著）、査読付き論文、査読なし論文、学会発表、その 

他に分け、発表順に記載。印刷中ないし印刷予定については、出版証明書を添付。 

(3) 主要著書・論文の別刷り５篇以内（うち少なくとも１篇は英語によるものを含むことが望ま

しい）。日本語による 200字程度の要約を各々につける。 

(4) これまでの研究および専門教育歴、その特色と今後の計画（日本語で 2000字程度）。 

(5) 本学の全学共通教育における英語教育への貢献の展望 

（英語 1500語程度。日本語訳もつける）。 

(6) 大学院授業のシラバス。文明交流論関係の専門科目（講義）について、本研究科修士課程 

初年度の学生を対象とした、1学期（15回）分のもの（日本語）。 

(7) 照会可能者２名の氏名、連絡先（電子メールアドレス、住所、電話番号）。 

   ※ 提出書類は原則として返却しませんが、著書については、書類郵送時に申し出があれば、

着払いにて、審査終了後に返送します。 

書類送付先 

〒606‐8501 京都市左京区吉田二本松町  

京都大学大学院 人間・環境学研究科長 杉山 雅人 宛 

※ 提出方法は郵送に限ります。封筒、または封緘した包みの表に「２２講座文明交流論分野応募

書類在中」と朱筆し、書留郵便で送付のこと。 



応募締め切り  ２０１９年６月１４日（金曜日）必着 

選考方法 

提出書類にもとづいて選考します。選考の過程で面接・模擬授業をおこなうことがあります。 

その際の交通費・滞在費は応募者の自己負担とします。 

選考結果は、学域会議決定後に通知します。 

問合せ先 

京都大学大学院 人間・環境学研究科 共生文明学専攻  岡  真理 

oka.mari.8r＊kyoto-u.ac.jp（＊を＠に変えてください）。 

※ 電子メール以外での問い合わせは受けつけません。 

男女共同参画 
京都大学は男女共同参画を推進しています。女性研究者の積極的な応募を期待します。 

同等の場合は、女性を優先します。 

その他 

提出していただいた書類は、採用審査のみに使用し、正当な理由なく第三者への開示、譲渡 

および貸与を行うことは一切ありません。人間・環境学研究科については下記の web ページを 

ご覧ください。 

 

http://www.h.kyoto-u.ac.jp/ 

 

なお、地球環境学堂へ流動教員として異動の可能性があります。 

 

http://www.h.kyoto-u.ac.jp/

